
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

発行所

〒
一
〇
五
e

八
四
四
五

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目

二
番
四
号

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局

電 話

03
(3587)
4294

定 価

一
ヵ
月
一
、五
九
六
円(

本
体
一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

Î
号
外

九
月
四
日
付
第
一
九
二
号
三
二

ペ
ー
ジ
×
同
日
付
政
府
調
達
第
一
六
九
号
三
二
ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

正

誤

八
下

一
〇
仲
興
通
産
株
式
会

社

伸
興
通
産
株
式
会

社

一
一
四

七事
務
所
岐
阜
市
美

江
寺
町
２
`
５

事
務
所
岐
阜
市
美

江
寺
町
１
`
５

平成™›年 月›日 火曜日 第œŸ�Ÿ号官 報
平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
４
３
号

大
阪
府
東
大
阪
市
若
江
南
町
４
丁
目
２
番
3
9号

再
生
債
務
者
深
谷

徹
１
意
見
聴
取
に
付
す
る
再
生
計
画
案
平
成
2
4年
８
月

2
0日
付
け
再
生
計
画
案

２
書
面
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
民
事

再
生
法
2
4
1条
２
項
各
号
に
定
め
る
事
由

３
２
の
書
面
の
提
出
期
間
平
成
2
4年
９
月
2
1日
ま
で

平
成
2
4年
８
月
2
4日
大
阪
地
方
裁
判
所
第
６
民
事
部

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
１
号

熊
本
市
中
央
区
出
水
２
丁
目
２
番
3
8号

再
生
債
務
者
牛
島

将
１
意
見
聴
取
に
付
す
る
再
生
計
画
案
平
成
2
4年
７
月

2
3日
付
け
再
生
計
画
案

２
書
面
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
民
事

再
生
法
2
4
1条
２
項
各
号
に
定
め
る
事
由

３
２
の
書
面
の
提
出
期
間
平
成
2
4年
９
月
2
4日
ま
で

平
成
2
4年
８
月
2
7日

熊
本
地
方
裁
判
所
民
事
第
１
部
破
産
再
生
係

給
与
所
得
者
等
再
生
に
よ
る
再
生

計
画
認
可

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
３
５
号

大
阪
府
東
大
阪
市
新
庄
３
丁
目
2
0番

1
4号

再
生
債
務
者
森
沢
孝
至

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年
８
月
2
1日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年
８
月
2
7日
大
阪
地
方
裁
判
所
第
６
民
事
部

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
９
号

堺
市
堺
区
緑
ヶ
丘
北
町
２
丁
３
番
2
5号
エ
ー
ワ
ハ
イ

ツ
緑
ヶ
丘
2
0
2号

再
生
債
務
者
上
村
洋
史

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年
８
月
2
3日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年
８
月
2
4日

大
阪
地
方
裁
判
所
堺
支
部
個
人
再
生
係

給
与
所
得
者
等
再
生
に
よ
る
再
生

手
続
廃
止

会
社
そ
の
他
の
公
告

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
九
月
四
日

大
阪
府
東
大
阪
市
菱
屋
西
六
丁
目
二
番
二
三
号

新
大
阪
印
刷
協
業
組
合

理
事
長

松
本

郁
夫

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
十
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
九
月
四
日

東
京
都
荒
川
区
町
屋
四
丁
目
一
七
番
二
e

五
〇
二
号

合
同
会
社
プ
ラ
ス

代
表
社
員

上
野

壽
子

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
を
基
準
日
と
定

め
、
同
日
午
後
十
二
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を

も
っ
て
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
七
日
開
催
予
定
の
株

主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
を
行
使
で
き
る
株
主
と
定
め
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
四
日

東
京
都
港
区
浜
松
町
一
丁
目
九
番
一
〇
号

協
立
情
報
通
信
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
々
木
茂
則

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日
を
基
準
日
と

定
め
、
同
日
午
後
十
二
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を

も
っ
て
、
そ
の
所
有
す
る
株
式
一
株
を
三
株
と
す
る
株
式

分
割
に
よ
り
株
式
の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
四
日

東
京
都
港
区
浜
松
町
一
丁
目
九
番
一
〇
号

協
立
情
報
通
信
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
々
木
茂
則

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
を
基
準
日
と
定

め
、
同
日
最
終
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
平
成

二
十
四
年
九
月
二
十
八
日
開
催
予
定
の
株
主
総
会
に
お
け

る
議
決
権
を
行
使
で
き
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告

し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
四
日

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
二
〇
番
四
号
ネ
ク
シ
ィ
ー

ズ
ス
ク
エ
ア
ビ
ル

株
式
会
社
ユ
ー
シ
ー
シ
ー
・
ネ
ク
シ
ィ
ー
ズ

代
表
取
締
役

栗
田

浩
之

株
式
譲
渡
制
限
設
定
に
つ
き
株
券
提
出
公
告

当
社
は
、
定
款
を
変
更
し
て
譲
渡
に
よ
る
株
式
の
取
得

に
つ
き
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
め
を
設
け
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
株
券
を
所
有
す
る

方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ
る
平
成
二
十
四
年
十
月
五
日
ま

で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
九
月
四
日

横
浜
市
瀬
谷
区
阿
久
和
南
二
丁
目
一
三
番
地
六

日
鉄
工
営
株
式
会
社

代
表
取
締
役

原

信
吾

株
式
譲
渡
制
限
設
定
に
つ
き
株
券
提
出
公
告

当
社
は
、
定
款
を
変
更
し
て
譲
渡
に
よ
る
株
式
の
取
得

に
つ
き
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
め
を
設
け
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
株
券
を
所
有
す
る

方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ
る
平
成
二
十
四
年
十
月
五
日
ま

で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
九
月
四
日

新
潟
県
新
発
田
市
御
幸
町
二
丁
目
六
番
一
号

新
工
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
林

敏
雄

限
定
承
認
公
告

本
籍
茨
城
県
筑
西
市
関
本
中
八
五
九
番
地
、
最
後
の

住
所
神
奈
川
県
横
浜
市
瀬
谷
区
阿
久
和
南
三
丁
目
二

五
番
地
一
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
な
も
も

被
相
続
人

亡

中
川

健
一

平
成
２
３
年
（
再
ロ
）
第
９
号

兵
庫
県
明
石
市
東
朝
霧
丘
3
0番

1
0号

ハ
イ
ツ
東
朝

霧
2
0
8号

再
生
債
務
者
五
十
嵐
有
二

１
主
文
本
件
再
生
手
続
を
廃
止
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
本
件
再
生
手
続
に
は
、
民
事
再
生
法

2
4
3条
２
号
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
。

平
成
2
4年
８
月
2
7日
神
戸
地
方
裁
判
所
明
石
支
部
再
生
係

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
２
号

愛
媛
県
松
山
市
姫
原
１
丁
目
２
番
3
8号

ラ
ン
ド
・

ヴ
ェ
ル
ジ
ュ
2
0
6号

再
生
債
務
者
埜
下
朋
亮

１
主
文
本
件
再
生
手
続
を
廃
止
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
本
件
再
生
手
続
に
は
、
民
事
再
生
法

2
4
3条
２
号
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
。

平
成
2
4年
８
月
2
7日

松
山
地
方
裁
判
所
民
事
部

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
七
月
三
十
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
九
月
三
日
横
浜
家
庭
裁
判

所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者
及

び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
四
日

広
島
県
広
島
市
安
佐
北
区
落
合
五
丁
目
三
二
番
六
号

限
定
承
認
者

J
居

正
規

非
出
資
組
合
へ
の
移
行
公
告

当
組
合
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
開
催
の
通
常

総
会
に
お
い
て
、
出
資
組
合
か
ら
非
出
資
組
合
に
定
款
を

変
更
し
移
行
す
る
こ
と
を
決
議
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ

の
決
議
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
そ
の
旨
を
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
水
産
業
協
同
組
合
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
作
成
し
た
当
組
合
の
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照

表
は
当
組
合
事
務
所
に
備
え
置
い
て
い
ま
す
。

以
上
、
水
産
業
協
同
組
合
法
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
四
日

福
岡
県
豊
前
市
大
字
岩
屋
六
八
八
番
地

岩
岳
川
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事

林

辰
巳

平
成
二
十
四
年
八
月
二
日
経
済
産
業
省
告
示
第
百
八
十

二
号
（
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
の

事
業
者
を
指
定
す
る
件
）

（
原
稿
誤
り
）

平
成
二
十
四
年
八
月
三
日
官
庁
報
告
欄
官
庁
事
項
の
部

（
人
事
院
規
則
八
e

一
八
（
採
用
試
験
）
の
規
定
に
基
づ

き
、
経
験
者
採
用
試
験
に
関
し
、
決
定
し
た
件
）（
人
事
院

公
示
一
四
）

（
印
刷
誤
り
）

一
二
ペ
ー
ジ
二
段
別
表
第
三
出
題
分
野
欄
中
「英

語

」

は
「

英
語

」
の
誤
り
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日
掲
載
の
岐
阜
家
庭
裁
判
所

に
係
る
平
成
二
十
四
年
（
家
）
第
一
〇
五
四
号
相
続
財
産

管
理
人
の
選
任
中

（
原
稿
誤
り
）
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